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図5 製材用事値丸太の価格変化(2008/2018)
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変
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い
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で
す
。
図
5
は
、

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
に
向
く
丸
太
の
1
 
0
年

前
と
最
近
の
市
売
り
の
平
均
価
格
の
変

化
を
示
し
た
も
の
で
す
。
1
 
0
年
前
よ
り
、

樹
種
の
違
い
に
よ
る
価
格
差
が
小
さ
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
消
費
者
の

材
種
を
選
ぶ
基
準
が
多
様
化
し
て
い
る

こ
と
が
分
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あ
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れ
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市
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。
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「
広
葉
樹
並
材
生
産
」
の
着
想

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
と
な
る
樹
種
の
多
様

化
、
利
用
の
画
一
化
、
そ
し
て
価
格
の
平

準
化
は
、
針
葉
樹
合
板
や
集
成
材
等
に
み

る
い
わ
ば
「
広
葉
樹
並
材
生
産
」
と
も
い

え
る
価
値
(
価
格
帯
)
と
し
で
注
目
さ
れ

ま
す
。
今
後
の
広
葉
樹
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あ
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方
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生
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流
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の
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も
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右
す
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ま
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ん
。
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